
 

 

 

 

 

 

３年生から生徒会活動を引き継ぎ、１・２年

生の執行部を中心に、より充実した活動になる

ように努力しています。３月５日（火）の全校朝会で生徒会執行

部の役員が各活動のまとめを報告しました。 

活動を引き継いだ２年生執行部員 

 

〇事務局長より（交通安全ありがとう運動について） 

今年度の交通安全ありがとう運動では「小学生を安全に送り届

けることができた」「挨拶を積極的に行えた」という成果がある一

方、「挨拶が返ってこなかった」「人数が集まらなかった」という

課題があげられました。来年度は呼びかけなどを積極的に行いな

がら、活動をより充実したものにしていきましょう。 

 

交通安全ありがとう運動は、一部やり方を変えて実施しまし

た。毎日執行部が２名参加し、活動をリードしました。また、南

陽警察署前と白いくも前の交差点で活動を行っていますが、毎朝２名の地域の方のご協力をいただいていま

す。今後も、①小学生が安全に横断歩道を渡れるように誘導する。②赤中生の元気で明るいあいさつで地域

を元気にする。③止まってくださるドライバーの方へ感謝の気持ちを込め、あいさつする。このことを目的

に活動の充実を図って参ります。 

３月６日（水）１年生がこまがた医院の医院長駒形依子様より、「生命・身体を

守る教育」についてのご講話をいただきました。より良い人間関係をつくるため

に、①自分も相手も大切にすること②心と体の距離感をとること

③自分と違う考えの人もいるので否定しないことなどを教えてい

ただきました。生徒の感想を紹介します。 

・「性暴力」という言葉はニュースなどでよく見かけていました

が、具体的にはよく知りませんでした。今回の講話を聞いて、

結構身近でも起こっていると感じました。私も心と体の距離を

考えて生活していきたいです。 

〇生徒会長より（卒業式に向けて） 

 全校生の協力のおかげで赤中の良くなった部分が多くありま

す。これからも皆さんの協力が必要です。一方で、まだまだ課

題があります。他人事ではなく、赤中生としての自覚と責任を

もって一緒に考え行動していきましょう。また、３月１６日に

は大事な卒業式があります。全校生がここで気を抜かずに、最

後まで気を引き締めて生活をしていきましょう。そして、今後

も執行部へのご協力をよろしくお願いします。 

〇副会長より（ペットボトルキャップの回収について） 

今年度ＳＤＧｓを意識してペットボトルキャップ回収を行い

ました。地域の皆様からのご協力もあり、この３か月で 10.6kg

のキャップが集まりました。今後も引き続き回収します。ご協

力よろしくお願いします。 
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今年度の生徒の活躍を垂

れ幕にし、南校舎壁面に掲げ

ました。 

右から１番目と３番目が

今年度のものです。 

 

・自分が嫌だと思ったら声に出していいと思ったし、被害者は一切悪くないと知ることができました。 

・性暴力というものは身体的なものだと思っていたけれど今回の話を聞いて、精神面も含まれることを初め

て知りました。性別に関係なく人との距離感や付き合い方を考えて生活していきたいです。 

・人との距離感に悩むことが多く、だれにも相談できずにいたけれども、講話を聞いて、一人で抱え込ま

ず、誰にでも相談していいことを知り、心が軽くなりました。 

・性暴力とは、人の体に触るだけでなく、ネットでのやり取りなども性暴力にあたると知りました。 

・セクシャルハラスメントは年齢や性別に関係なく対象になることに驚きました。異性だけがセクシャルハ

ラスメントの対象になり、年齢ももっと上の人が対象になるイメージだったので、自分も気を付けようと

思いました。 

３月１２日（火）少年サポートセンター置賜

の安達美由紀様より「赤中生が被害者にも、加

害者にもならないために SNSやスマートフォン等を使用する際に気を

付けるべきこと」についてご講話いただきました。①サイバー犯罪や

トラブル防止のために必要な情報セキュリティについて②ネット上に

は有害情報がたくさんあること③ネットでコミュニケーションをとる

際にも「親しき仲にも礼儀あり」ということを教えていただきまし

た。生徒は、「トラブルに巻き込まれないようにするために、『想像

力』が必要であることがわかった。想像力を働かせ、正しい判断をしたい。」との感想を述べていました。 

２月２７日（火）全校朝会

でヤマガタアスリートラボ代

表理事の池田めぐみ様よりコンディショニングエクササイズについ

て、ご指導いただきました。今回南陽市地域スポーツクラブ体制整備

事業として制作したチラシ「頑張る中学生のためのコンディショニン

グエクササイズ」をご紹介いただき、その中に掲載されているエクサ

サイズを行い、体を正しく機能的に使うことで、スポーツも勉学も暮

らしも快適になるということをお話しいただきました。生徒会事務局

員がモデルとなり、映像を教室に配信しました。配信された映像を見て、全校生も一緒に取り組みました。 

 
２月２６日（月）赤湯小学校で、赤湯中学校区小中一貫教育研究会全体会を行

いました。赤湯中学校区の教員が一堂に会し、今年度の活動を振り返り、成果と

課題を話し合い、共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンディショニングエクササイズ 

小中一貫教育研究会 

情報モラル教育 

懸賞垂れ幕 


